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                            土  木  課 

 

都市計画道路補助線街路第２３号線の新規事業認可取得について 

 

１ 事業認可の取得理由 

都市計画道路補助線街路第２３号線は、起点を西麻布二丁目、終点を南青山

五丁目とする、延長約７８０ｍ、計画幅員２５ｍの都市計画道路です。 

現況の歩道は、幅員が２ｍ程度で、両側に電柱があり、歩行者と車いすやベ

ビーカーなどとのすれ違いも困難な状況です。また、電柱は、令和６年能登半

島地震においても、倒壊による停電や災害復旧活動の妨げなどが発生し、早期

の無電柱化が必要です。さらに、緑陰を形成する街路樹がなく、自転車の通行

空間も未整備です。 

これらの課題を解決するため、このたび当該区間の事業認可を東京都に申請

し、本年７月１日に事業認可を取得しましたので、都市計画道路の早期完成を

目指します。 

 

２ 事業認可取得区間の概要 

（１）都市計画事業の種類及び名称 

東京都市計画道路事業幹線街路補助線街路第２３号線 

（２）事業施行箇所及び規模 

港区南青山五丁目、南青山六丁目及び西麻布二丁目各地内 

延長約７８０ｍ・幅員２５ｍ（一部２７ｍ） 

（３）事業施行期間 

令和８年７月１日から令和２０年３月３１日 

 

３ 事業認可取得までの経過と今後の予定 

  令和７年 ８月 事業認可に向けての事業説明会開催 

  令和８年 ３月 事業認可申請 

  令和８年 ７月 事業認可取得及び認可図書の縦覧（７月１日付） 

  令和８年 ７月 広報みなと掲載（７月１日号） 

  令和８年 ８月 事業認可看板の設置 

  令和８年１０月 用地説明会の開催 
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【位置図】 

出典：国土地理院ウェブサイト（https://www.gsi.go.jp/）※基盤地図情報を加工して作成 

【計画断面図】 

https://www.gsi.go.jp/
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◉
東
京
都
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第
八
百
六
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国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
基
づ

く
東
京
都
土
地
利
用
基
本
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
九
条
第

十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
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旨
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り
公
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す
る
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お
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右
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に
つ
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整
備
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都
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づ
く
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部
に
お
い
て
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覧
す
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で
き
る
。
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七
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一
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す
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同
法
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項
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縦
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追
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収
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局
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地
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築
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（
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京
都
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二
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舎
三
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中
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◉
東
京
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十
一
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土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
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三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
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定
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質
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よ
っ
て
汚
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さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
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更
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よ
う
と
す
る
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き
の
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出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
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